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報道関係各位 

2022年 7月 20日 

株式会社 ZMP 

 

視覚障害者歩行支援アプリ「EYECAN」 

2022 年 9 月にβ版リリース、信号認識機能を搭載 
 

株式会社 ZMP（東京都文京区、代表取締役社長：谷口 恒）は、本日 7月 20日より開催の「ZMP World 

2022」にて、自動運転技術を応用した視覚障害者向け歩行支援スマホアプリ「EYECAN®（アイキャン）」につい

て発表を行いました。2022年末のサービス開始に向け、視覚に障害を持つ方々による実地テストを重ねて改良

を進めています。その中でも特に利用意向が高かった信号認識機能を搭載するβ版を、2022年 9月に先行リリ

ースする予定となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EYECANでは、障害物を検知して音声でお知らせしたり、GPSより精度の高い位置情報を用いて目的地まで

正確にナビゲートします。これらの機能には、ZMPが自動運転の開発で培った技術（高精度 3次元マップ、自己

位置推定、物体検知など）を活用しています。 

ユーザーが EYECAN を使うために必要なのはスマートフォンだけで、他のデバイスや機器を身につ

ける必要はありません。道路や建物などのインフラ側にもセンサーなどを設置する必要がありません。

また、視覚と聴覚の障害を持った学生が在籍する国立大学法人 筑波技術大学の協力のもと、ヒューマンインター

フェースの研究開発を行い、視覚障害者の安全で自立した歩行体験の実現を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視覚障害をもつ筑波技術大学の学生（写真中央）と EYECAN開発中の様子 

（写真左：筑波技術大学 大西 淳児教授） 

EYECANのイメージ画像 



 

2 

 

【EYECANの主な機能】 

 

１，現在地から目的地までのナビゲーション 

 

２，進行方向の補正 

 

３，地点のガイド 

 

４，障害物の検知 

 

５，信号の認識 

 

 

【EYECAN導入受付中】 

EYECAN は、高精度３次元マップをデジタル基盤に用いて、ナビゲーションを行います。このマップは、屋外、

屋内問わず構築可能です。屋外では観光地・市街地など、屋内では公共施設・商業施設・オフィスなどで視覚障

害者の移動をサポートします。 

ZMP では、導入のご相談も開始しております。導入費用、スケジュールなどのご相談は下記のお問合せよりお

願いします。 

※EYECANを導入される際は事前に、対象エリアのマップデータを ZMPにて取得する必要があります。 

※対象端末：初期段階では LiDAR スキャナ機能搭載されている iOS 端末（iPhone13 Pro, iPhone12 Pro）を

予定しております。 

 

 

【本件に関するお問合せ】 

株式会社 ZMP ロボハイ事業部 TEL: 03-5802-6901 E-Mail: info@zmp.co.jp 

 

【株式会社 ZMP】  

https://www.zmp.co.jp/ 

本社： 東京都文京区 

代表取締役社長： 谷口 恒 

 

「Robot of Everything ヒトとモノの移動を自由にし、楽しく便利なライフスタイルを創造する」 というミッションのもと、①ヒトの

移動を担う『自動運転車両 RoboCar®シリーズ』、②モノの移動を担う『物流ロボット CarriRo®シリーズ』、③ロボタウン®を実現する

『歩行速ロボ®三兄弟』を活用したサービス、また④それらを管理する『ロボットクラウドシステム ROBO-HI®』など、ロボット・自動

運転技術をコアとする製品・サービスを提供しています。 

日本初の公道走行を実現した DeliRo®、佃・月島でサービス開始した RakuRo®は、「ロボットを社会インフラへ」 を目指し、戦略的事業

パートナーを募集中です。ZMPはこれからも世の中に感動を与える製品やサービスを提供してまいります。 

 

 

VacuuRo® RakuRo® 

 

DeliRo® 

 

CarriRo®  

 

RoboCar® 
Mini EV Bus CarriRo®Fork 

 
PATORO® 

EYECAN使用イメージ 

https://www.zmp.co.jp/

